
 

終
始
に
こ
や
か
に
お
話
頂
き
ま
し
た
。
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
は
大
田
町
寿
会
の

高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
県
立
友
部
高
校
JRC
ク
ラ

ブ
の
方
々
が
手
入
れ
を
し
て
下
さ
る
お
蔭

で
い
つ
も
美
し
い
花
で
満
ち
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
見
晴
ら
し
の
良
い
宍
戸
駅
の
ホ
ー
ム
に

お
出
か
け
下
さ
い
ね
。 

 

（
編
集
委
員
） 

 

 

編編
集集
後後
記記  

  
  

  

今今
回回
もも
多多
くく
のの
方方
々々
のの
ごご
協協
力力
をを
得得
てて
、、
編編
集集
がが

円円
滑滑
にに
進進
めめ
らら
れれ
まま
しし
たた
。。
感感
謝謝
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。  

 

安安
達達
正正
男男  
  

小小
川川
福福
子子  

  
  
  
  
  
  
  

羽羽
生生  

力力      

中中
塚塚
久久
美美
子子  

橋橋
爪爪
弓弓
道道
場場  

  
  

（（
橋橋
爪爪
地地
区区
））  

  
  

  

 
 

    

 

 

まま
たた
「「
射射
即即
人人
生生
」」
のの
精精
神神
にに
則則

りり
、、
礼礼
にに
徹徹
しし
、、
単単
にに
弓弓
をを
楽楽
しし
むむ

だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
常常
にに
よよ
きき
社社
会会
人人

とと
しし
てて
、、
そそ
しし
てて
社社
会会
貢貢
献献
のの
でで

きき
るる
心心
のの
向向
上上
をを
願願
っっ
てて
いい
るる
とと

のの
事事
でで
しし
たた
。。  

  

私私
のの
質質
問問
にに
丁丁
寧寧
にに
、、
そそ
しし
てて

楽楽
しし
くく
おお
話話
をを
頂頂
きき
、、
とと
てて
もも
有有

意意
義義
なな
時時
間間
でで
しし
たた
。。  

（（
安安
達達
））  

ここ
のの
ココ
ーー
ナナ
ーー
でで
はは
、、
ああ
まま
りり
知知
らら
れれ
てて
いい
なな
いい
地地
域域
のの

施施
設設
やや
名名
所所
をを
紹紹
介介
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

今今
回回
はは
「「
はは
なな
ささ
かか
」」
にに
3355
年年
前前
にに
完完
成成
しし
たた
市市
営営
のの
弓弓

道道
場場
「「
友友
部部
弓弓
道道
クク
ララ
ブブ
」」
にに
おお
邪邪
魔魔
しし
てて
代代
表表
のの
門門
井井
了了

ささ
んん
（（
松松
山山
団団
地地
））
にに
おお
伺伺
いい
致致
しし
まま
しし
たた
。。  

  

ここ
のの
クク
ララ
ブブ
のの
前前
身身
はは
、、
昭昭
和和
4466
年年
にに
誕誕
生生
しし
たた
「「
友友
部部

弓弓
道道
愛愛
好好
会会
」」
でで
現現
在在
はは
約約
4400
名名
のの
会会
員員
がが
在在
籍籍
しし
てて
いい

るる
そそ
うう
でで
すす
。。
練練
習習
はは
火火
・・
木木
曜曜
日日
のの
昼昼
間間
とと
火火
・・
金金
曜曜
日日

のの
夜夜
間間
のの
二二
部部
制制
。。
射射
位位
とと
いい
うう
発発
射射
位位
置置
にに
立立
つつ
とと
正正
面面

にに
的的
がが
ああ
りり
、、
後後
方方
にに
南南
小小
泉泉
地地
区区
をを
臨臨
むむ
ここ
とと
がが
出出
来来
まま

すす
。。
静静
寂寂
のの
中中
にに
、、
矢矢
をを
発発
射射
しし
たた
とと
きき
にに
生生
ずず
るる
「「
キキ
ュュ

ンン
」」
とと
いい
うう
「「
弦弦
音音
（（
つつ
るる
ねね
））
」」
がが
響響
きき
まま
すす
。。  

  

弓弓
道道
はは
、、
生生
涯涯
のの
スス
ポポ
ーー
ツツ
とと
しし
てて
次次
のの
利利
点点
がが
ああ
るる
そそ

うう
でで
すす
。。  

一一
、、「「
体体
をを
使使
うう
」」
……
可可
動動
域域
をを
超超
ええ
たた
伸伸
筋筋
作作
用用
がが
ああ
るる
。。  

二二
、、「「
工工
夫夫
にに
よよ
っっ
てて
頭頭
をを
使使
うう
」」
……
ボボ
ケケ
防防
止止
。。  

三三
、、「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
」」
……
話話
題題
がが
多多
いい
。。  

    

 

スス
ナナ
ッッ
ググ
ゴゴ
ルル
フフ
のの
思思
いい
出出  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

南南
小小
泉泉  

山山
中中
奏奏
良良  

  

ぼぼ
くく
はは
、、
小小
学学
校校
三三
年年
生生
かか
らら
、、
スス
ナナ
ッッ
ググ
ゴゴ
ルル

フフ
をを
始始
めめ
まま
しし
たた
。。
最最
初初
はは
ぜぜ
んん
ぜぜ
んん
スス
ココ
アア
がが
良良

くく
なな
くく
てて
、、
大大
会会
にに
出出
てて
もも
、、
成成
績績
をを
残残
すす
ここ
とと
はは

でで
きき
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。
宍宍
戸戸
小小
学学
校校
にに
転転
校校
しし
てて
きき

てて
かか
らら
、、
おお
じじ
いい
ちち
ゃゃ
んん
とと
放放
課課
後後
にに
練練
習習
をを
すす
るる

よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
、、
すす
ここ
しし
ずず
つつ
良良
いい
スス
ココ
アア
がが
出出
せせ

るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。  

今今
年年
のの
市市
長長
杯杯
でで  

はは
、、
優優
勝勝
すす
るる
ここ
とと  

がが
でで
きき
、、
ベベ
スス
トト
スス  

ココ
アア
、、
ホホ
ーー
ルル
イイ
ンン
ワワ
ンン  

賞賞
、、
アア
ルル
ババ
トト
ロロ
スス
賞賞
とと  

三三
つつ
のの
個個
人人
賞賞
をを
取取
るる
ここ
とと
がが
でで
きき  

まま
しし
たた
。。
海海
老老
澤澤
ココ
ーー
チチ
とと
山山
本本
ココ
ーー
チチ
にに
色色
々々
教教

ええ
てて
もも
らら
いい
、、
フフ
ォォ
ーー
ムム
なな
どど
のの
細細
かか
いい
所所
をを
直直
すす

ここ
とと
でで
、、
スス
ココ
アア
がが
良良
くく
なな
っっ
てて
行行
くく
のの
がが
楽楽
しし
くく

なな
っっ
てて
きき
てて
、、
全全
国国
大大
会会
のの
予予
選選  

もも
優優
勝勝
でで
きき
初初
めめ
てて
のの
全全
国国
大大
会会
でで
はは
、、  

ププ
ロロ
のの
選選
手手
とと
いい
っっ
しし
ょょ
にに
ププ
レレ
ーー
すす  

るる
ここ
とと
でで
、、
刺刺
激激
をを
受受
けけ
、、
ベベ
スス
トト
スス  

ココ
アア
賞賞
をを
取取
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。  

  

最最
後後
まま
でで
ああ
きき
らら
めめ
なな
いい
事事
がが
とと
てて  

もも
大大
切切
だだ
なな
とと
感感
じじ
まま
しし
たた
。。  

 

 

 

わわ  がが  町町  発発  見見    
 

 

今今
年年
度度
、、

社社
協協
宍宍
戸戸
支支

部部
でで
購購
入入
しし

たた
ココ
ピピ
ーー
機機

でで
すす
。。
今今
後後

のの
支支
部部
活活
動動

にに
貢貢
献献
しし
てて

くく
れれ
まま
すす
。。 

おお
知知
らら
せせ
欄欄  

 
 

宍宍戸戸駅駅とと社社協協玄玄関関前前のの掲掲
示示板板ををごご覧覧くくだだささいい  

 

（
社社
協協
玄玄
関関
前前
））  

（（
宍宍
戸戸
駅駅
））  
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第第 4400 回回高高齢齢者者ググララウウンンドドゴゴルルフフ大大会会入入賞賞者者  

（（
支支
部部
長長
ああ
いい
ささ
つつ
））  

  

ああ
しし
たた
がが
ああ
るる
ささ  

  

いい
つつ
のの
間間
にに
かか
防防
災災
無無
線線
のの
メメ
ロロ
デデ
ィィ
ーー
がが
変変
わわ
っっ
たた
。。
旧旧
笠笠

間間
でで
はは
以以
前前
かか
らら
ここ
のの
曲曲
でで
ああ
っっ
たた
らら
しし
いい
。。
今今
はは
、、
日日
常常
のの
中中

のの
一一
ココ
ママ
とと
しし
てて
生生
活活
にに
溶溶
けけ
込込
んん
でで
いい
るる
。。  

嘗嘗
てて
、、
疎疎
開開
とと
はは
いい
ええ
、、
笠笠
間間
にに
ゆゆ
かか
りり
のの
ああ
るる
超超
有有
名名
なな
歌歌

手手
がが
いい
てて
、、
そそ
のの
方方
のの
歌歌
っっ
たた
曲曲
がが
一一
日日
のの
筋筋
目目
にに
流流
れれ
るる
ここ
とと

はは
、、
笠笠
間間
のの
住住
民民
とと
しし
てて
誇誇
りり
にに
思思
うう
。。
いい
わわ
ばば
、、
全全
国国
的的
にに
いい

やや
国国
際際
的的
にに
もも
誇誇
れれ
るる
地地
産産
地地
消消
とと
いい
うう
ここ
とと
かか
。。  

「「
ああ
しし
たた
がが
ああ
るる
ささ
」」
はは
、、
恋恋
をを
成成
就就
でで
きき
なな
いい
青青
年年
がが
、、
そそ
れれ

でで
もも
明明
日日
へへ
のの
希希
望望
をを
持持
っっ
てて
前前
向向
きき
にに
生生
きき
てて
いい
ここ
うう
とと
いい
うう
、、

切切
なな
くく
もも
ああ
るる
がが
、、
ココ
ミミ
カカ
ルル
なな
タタ
ッッ
チチ
のの
曲曲
でで
ああ
るる
がが
、、
九九
ちち

ゃゃ
んん
のの
運運
命命
をを
思思
うう
とと
、、
なな
ぜぜ
かか
悲悲
しし
くく
、、
寂寂
しし
いい
響響
きき
にに
感感
じじ

てて
しし
まま
うう
のの
でで
ああ
るる
。。
まま
たた
、、
今今
のの
世世
のの
中中
のの
重重
苦苦
しし
いい
雰雰
囲囲
気気

がが
ここ
れれ
にに
拍拍
車車
をを
かか
けけ
てて
いい
るる
のの
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
祇祇
園園
精精
舎舎
のの

鐘鐘
のの
声声
のの
ごご
とと
しし
でで
ああ
ろろ
うう
かか
。。  

  

ささ
てて
、、
ココ
ロロ
ナナ
がが
急急
速速
にに
激激
減減
しし
てて
いい
るる
。。
ここ
のの
まま
まま
令令
和和
のの

疫疫
病病
もも
終終
息息
かか
とと
いい
うう
雰雰
囲囲
気気
でで
ああ
るる
。。
是是
非非
そそ
うう
なな
っっ
てて
欲欲
しし

いい
。。
ここ
のの
流流
れれ
のの
中中
でで
、、
ふふ
るる
ささ
とと
祭祭
りり
がが
開開
催催
ささ
れれ
、、
当当
宍宍
戸戸

支支
部部
にに
おお
いい
てて
もも
、、
ババ
ザザ
ーー
出出
店店
とと
しし
てて
、、
参参
加加
すす
るる
ここ
とと
がが
でで

きき
まま
しし
たた
。。
売売
りり
上上
げげ
はは
約約
七七
万万
円円
とと
宍宍
戸戸
小小
でで
開開
催催
すす
るる
福福
祉祉

ババ
ザザ
ーー
にに
はは
及及
びび
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
がが
、、
宍宍
戸戸
支支
部部
のの
事事
業業
がが
一一
つつ

でで
もも
多多
くく
実実
施施
でで
きき
たた
ここ
とと
はは
大大
きき
いい
とと
思思
うう
。。
ババ
ザザ
ーー
用用
品品
のの

提提
供供
等等
にに
ごご
協協
力力
をを
いい
たた
だだ
きき
感感
謝謝
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。  

まま
たた
、、
ググ
ララ
ウウ
ンン
ドド
ゴゴ
ルル
フフ
大大
会会
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
予予
定定
どど
おお
りり

開開
催催
すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。
本本
年年
度度
のの
大大
会会
でで
はは
、、
関関
義義
光光

ささ
んん
がが
二二
連連
覇覇
をを
達達
成成
しし
まま
しし
たた
。。
次次
年年
度度
のの
三三
連連
覇覇
達達
成成
なな
るる

かか
楽楽
しし
みみ
でで
すす
。。
ググ
ララ
ウウ
ンン
ドド
ゴゴ
ルル
フフ
はは
、、
転転
倒倒
予予
防防
なな
どど
体体
力力

のの
強強
化化
、、
仲仲
間間
とと
のの
交交
流流
にに
よよ
るる
孤孤
立立
感感
のの
防防
止止
等等
健健
康康
寿寿
命命
のの

延延
伸伸
にに
つつ
なな
がが
るる
効効
果果
がが
認認
めめ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
まま
たた
、、
初初
めめ
てて

のの
方方
でで
もも
楽楽
しし
くく
ププ
レレ
ーー
すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。
多多
くく
のの
皆皆
ささ

んん
のの
参参
加加
をを
期期
待待
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

  

来来
年年
ここ
そそ
日日
常常
生生
活活
にに
平平
穏穏
がが
戻戻
りり
、、
そそ
れれ
がが
支支
部部
活活
動動
にに
もも

反反
映映
でで
きき
るる
ここ
とと
をを
祈祈
るる
ばば
かか
りり
でで
すす
。。  

そそ
しし
てて
、、

ああ
しし
たた
がが
ああ
るる
ささ  

  

十十
二二
月月
一一
日日
記記  

 

終
始
に
こ
や
か
に
お
話
頂
き
ま
し
た
。
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
は
大
田
町
寿
会
の

高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
県
立
友
部
高
校
JRC
ク
ラ

ブ
の
方
々
が
手
入
れ
を
し
て
下
さ
る
お
蔭

で
い
つ
も
美
し
い
花
で
満
ち
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
見
晴
ら
し
の
良
い
宍
戸
駅
の
ホ
ー
ム
に

お
出
か
け
下
さ
い
ね
。 

 

（
編
集
委
員
） 

 

 

編編
集集
後後
記記  

  
  

  

今今
回回
もも
たた
くく
ささ
んん
のの
ごご
協協
力力
をを
頂頂
きき
、、
編編
集集
がが
円円

滑滑
にに
進進
めめ
らら
れれ
まま
しし
たた
。。
感感
謝謝
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。  

 

安安
達達
正正
男男  

  

小小
川川
福福
子子  

  
  

  
  
  
  
  
  
  

    

羽羽
生生  

力力      

中中
塚塚
久久
美美
子子  

  

橋橋
爪爪
弓弓
道道
場場  

  
  

（（
橋橋
爪爪
地地
区区
））  

  
  

  

 
 

    

  

 

まま
たた
「「
射射
即即
人人
生生
」」
のの
精精
神神
にに
則則

りり
、、
礼礼
にに
徹徹
しし
、、
単単
にに
弓弓
をを
楽楽
しし
むむ

だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
常常
にに
よよ
きき
社社
会会
人人

とと
しし
てて
、、
そそ
しし
てて
社社
会会
貢貢
献献
のの
でで

きき
るる
心心
のの
向向
上上
をを
願願
っっ
てて
いい
るる
とと

のの
事事
でで
しし
たた
。。  

  

私私
のの
質質
問問
にに
丁丁
寧寧
にに
、、
そそ
しし
てて

楽楽
しし
くく
おお
話話
をを
頂頂
きき
、、
とと
てて
もも
有有

意意
義義
なな
時時
間間
でで
しし
たた
。。  

（（
安安
達達
））  

ここ
のの
ココ
ーー
ナナ
ーー
でで
はは
、、
ああ
まま
りり
知知
らら
れれ
てて
いい
なな
いい
地地
域域
のの

施施
設設
やや
名名
所所
をを
紹紹
介介
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

今今
回回
はは
「「
はは
なな
ささ
かか
」」
にに
3355
年年
前前
にに
完完
成成
しし
たた
市市
営営
のの
弓弓

道道
場場
「「
友友
部部
弓弓
道道
クク
ララ
ブブ
」」
にに
おお
邪邪
魔魔
しし
てて
代代
表表
のの
門門
井井
了了

ささ
んん
（（
松松
山山
団団
地地
））
にに
おお
伺伺
いい
致致
しし
まま
しし
たた
。。  

  

ここ
のの
クク
ララ
ブブ
のの
前前
身身
はは
、、
昭昭
和和
4466
年年
にに
誕誕
生生
しし
たた
「「
友友
部部

弓弓
道道
愛愛
好好
会会
」」
でで
現現
在在
はは
約約
4400
名名
のの
会会
員員
がが
在在
籍籍
しし
てて
いい

るる
そそ
うう
でで
すす
。。
練練
習習
はは
火火
・・
木木
曜曜
日日
のの
昼昼
間間
とと
火火
・・
金金
曜曜
日日

のの
夜夜
間間
のの
二二
部部
制制
。。
射射
位位
とと
いい
うう
発発
射射
位位
置置
にに
立立
つつ
とと
正正
面面

にに
的的
がが
ああ
りり
、、
後後
方方
にに
南南
小小
泉泉
地地
区区
をを
臨臨
むむ
ここ
とと
がが
出出
来来
まま

すす
。。
静静
寂寂
のの
中中
にに
、、
矢矢
をを
発発
射射
しし
たた
とと
きき
にに
生生
ずず
るる
「「
キキ
ュュ

ンン
」」
とと
いい
うう
「「
弦弦
音音
（（
つつ
るる
ねね
））」」
がが
響響
きき
まま
すす
。。  

  

弓弓
道道
はは
、、
生生
涯涯
のの
スス
ポポ
ーー
ツツ
とと
しし
てて
次次
のの
利利
点点
がが
ああ
るる
そそ

うう
でで
すす
。。  

一一
、、「「
体体
をを
使使
うう
」」……

可可
動動
域域
をを
超超
ええ
たた
伸伸
筋筋
作作
用用
がが
ああ
るる
。。  

二二
、、「「
工工
夫夫
にに
よよ
っっ
てて
頭頭
をを
使使
うう
」」……

ボボ
ケケ
防防
止止
。。  

三三
、、「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
」」……

話話
題題
がが
多多
いい
。。  

    

 

スス
ナナ
ッッ
ググ
ゴゴ
ルル
フフ
のの
思思
いい
出出  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

南南
小小
泉泉  

山山
中中
奏奏
良良  

  

ぼぼ
くく
はは
、、
小小
学学
校校
三三
年年
生生
かか
らら
、、
スス
ナナ
ッッ
ググ
ゴゴ
ルル

フフ
をを
始始
めめ
まま
しし
たた
。。
最最
初初
はは
ぜぜ
んん
ぜぜ
んん
スス
ココ
アア
がが
良良

くく
なな
くく
てて
、、
大大
会会
にに
出出
てて
もも
、、
成成
績績
をを
残残
すす
ここ
とと
はは

でで
きき
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。
宍宍
戸戸
小小
学学
校校
にに
転転
校校
しし
てて
きき

てて
かか
らら
、、
おお
じじ
いい
ちち
ゃゃ
んん
とと
放放
課課
後後
にに
練練
習習
をを
すす
るる

よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
、、
すす
ここ
しし
ずず
つつ
良良
いい
スス
ココ
アア
がが
出出
せせ

るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。  

今今
年年
のの
市市
長長
杯杯
でで  

はは
、、
優優
勝勝
すす
るる
ここ
とと  

がが
でで
きき
、、
ベベ
スス
トト
スス  

ココ
アア
、、
ホホ
ーー
ルル
イイ
ンン
ワワ
ンン  

賞賞
、、
アア
ルル
ババ
トト
ロロ
スス
賞賞
とと  

三三
つつ
のの
個個
人人
賞賞
をを
取取
るる
ここ
とと
がが
でで
きき  

まま
しし
たた
。。
海海
老老
澤澤
ココ
ーー
チチ
とと
山山
本本
ココ
ーー
チチ
にに
色色
々々
教教

ええ
てて
もも
らら
いい
、、
フフ
ォォ
ーー
ムム
なな
どど
のの
細細
かか
いい
所所
をを
直直
すす

ここ
とと
でで
、、
スス
ココ
アア
がが
良良
くく
なな
っっ
てて
行行
くく
のの
がが
楽楽
しし
くく

なな
っっ
てて
きき
てて
、、
全全
国国
大大
会会
のの
予予
選選  

もも
優優
勝勝
でで
きき
初初
めめ
てて
のの
全全
国国
大大
会会
でで
はは
、、  

ププ
ロロ
のの
選選
手手
とと
いい
っっ
しし
ょょ
にに
ププ
レレ
ーー
すす  

るる
ここ
とと
でで
、、
刺刺
激激
をを
受受
けけ
、、
ベベ
スス
トト
スス  

ココ
アア
賞賞
をを
取取
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。  

  

最最
後後
まま
でで
ああ
きき
らら
めめ
なな
いい
事事
がが
とと
てて  

もも
大大
切切
だだ
なな
とと
感感
じじ
まま
しし
たた
。。  

 

 

 

わわ  がが  町町  発発  見見    
 

 

今今
年年
度度
、、

社社
協協
宍宍
戸戸
支支

部部
でで
購購
入入
しし

たた
ココ
ピピ
ーー
機機

でで
すす
。。
今今
後後

のの
支支
部部
活活
動動

にに
貢貢
献献
しし
てて

くく
れれ
まま
すす
。。 

おお
知知
らら
せせ
欄欄  

 
 

宍宍戸戸駅駅とと社社協協玄玄関関前前のの掲掲
示示板板ををごご覧覧くくだだささいい  

 

（
社社
協協
玄玄
関関
前前
））  

（（
宍宍
戸戸
駅駅
））  
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青青
少少
年年
健健
全全
育育
成成
委委
員員
会会  

  
  
  
  
  
  
  

委委
員員
長長  

市市
毛毛
正正
明明  

  

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
にに
よよ
るる
感感
染染
拡拡
大大
防防

止止
のの
観観
点点
かか
らら
令令
和和
二二
年年
度度
にに
続続
きき
、、
今今
年年
度度
もも

各各
種種
行行
事事
やや
活活
動動
がが
中中
止止
とと
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま

しし
たた
。。
ここ
のの
よよ
うう
なな
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
にに
おお
いい
てて
もも
なな
んん

とと
かか
活活
動動
でで
きき
るる
方方
法法
はは
なな
いい
かか
とと
模模
索索
しし
まま

しし
たた
がが
、、
再再
度度
のの
緊緊
急急
事事
態態
宣宣
言言
なな
どど
にに
よよ
りり
地地

区区
懇懇
談談
会会
もも
中中
止止
とと
相相
成成
りり
まま
しし
たた
。。
まま
ここ
とと
にに

残残
念念
でで
ああ
りり
まま
すす
。。
たた
だだ
、、
ここ
のの
まま
まま
手手
をを
ここ
まま

ねね
いい
てて
いい
てて
はは
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
、、
今今
年年
度度
はは
少少
しし

でで
もも
地地
域域
のの
皆皆
様様
にに
貢貢
献献
でで
きき
なな
いい
かか
とと
考考
ええ
、、

警警
察察
署署
かか
らら
のの
啓啓
発発
文文
書書
をを
回回
覧覧
ささ
せせ
てて
いい
たた

だだ
きき
まま
しし
たた
。。  

形形
はは
変変
わわ
るる
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
ここ
のの
宍宍
戸戸

地地
区区
にに
四四
十十
年年
以以
上上
にに
わわ
たた
っっ
てて
根根
付付
いい
てて
いい

るる
地地
区区
懇懇
談談
会会
をを
地地
域域
のの
皆皆
様様
やや
各各
区区
長長
様様
とと

連連
携携
しし
なな
がが
らら
、、
実実
のの
ああ
るる
活活
動動
をを
続続
けけ
てて
まま
いい

りり
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
のの
でで
、、
今今
後後
とと
もも
変変
わわ
らら
ぬぬ

ごご
協協
力力
ごご
支支
援援
をを
おお
願願
いい
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。  

 
 

  
  

                                

福福
祉祉
ババ
ザザ
ーー
はは
昨昨
年年
にに
続続
きき
ココ
ロロ
ナナ
感感

染染
症症
拡拡
大大
にに
よよ
りり
中中
止止
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
そそ

しし
てて
、、
高高
齢齢
者者
向向
きき
のの
おお
弁弁
当当
作作
りり
のの
講講
習習

会会
やや
親親
睦睦
をを
兼兼
ねね
たた
一一
日日
研研
修修
をを
計計
画画
をを

立立
てて
てて
おお
りり
まま
すす
がが
、、
ココ
ロロ
ナナ
のの
関関
係係
でで
なな

かか
なな
かか
スス
ムム
ーー
ズズ
にに
いい
かか
なな
いい
現現
状状
でで
すす
。。  

  

今今
後後
はは
出出
来来
るる
ここ
とと
をを
模模
索索
しし
なな
がが
らら

女女
性性
部部
をを
続続
けけ
てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
おお

りり
まま
すす
。。  

   

第 39回大会の様子 

第 40回大会閉会式 
 

 

 第 40回入賞者 
 
男性の部 
優 勝 関 義光  39 
準優勝 阿部忠孝  40 
３ 位 佐藤洋太郎 41 
 
 
４位 小坂井芳威 ５位 伊東勝男  
６位 米川雄一  ７位 宮田 元  
８位 中野光一  ９位 出地勝也  
10位 藤枝 登 
 
女性の部 
優 勝 和田博美  38 
準優勝 岡本敬子  39  
３ 位 永山きみ子 40   

                   
４位 渡辺ふみ子 ５位 鎌倉幸子 
６位 山崎えい   ７位  永井淑子 
８位 冨田美子  ９位中村みとり 
10位 桑野裕子 
 

 

ＧＲＯＵＮＤ ＧＯＬＦ ｉｎ 北山 

 
第第 3399回回入入賞賞者者  

  
男男性性のの部部  
優優  勝勝  関関  義義光光    3366  
準準優優勝勝  宮宮部部  誠誠    3388  
３３  位位  藤藤枝枝  登登    3388  
＜＜準準優優勝勝 44人人同同点点ののたためめ年年齢齢順順＞＞  

  
４４位位  米米川川雄雄一一  ５５位位  船船橋橋孝孝一一  
６６位位  酒酒寄寄方方治治  ７７位位  永永堀堀芳芳夫夫  
８８位位  浅浅野野龍龍彦彦  ９９位位  楠楠原原千千広広  
1100位位  小小坂坂井井芳芳威威  
  
女女性性のの部部  
優優  勝勝  浅浅野野美美由由紀紀  3366  
準準優優勝勝  飯飯田田正正子子    3388  
３３  位位  和和田田博博美美    3388  
＜＜準準優優勝勝 22人人同同点点ののたためめ年年齢齢順順＞＞  

  
４４位位  深深井井みみよよ子子  ５５位位  枝枝川川千千恵恵子子  
６６位位  永永井井淑淑子子      ７７位位  渡渡辺辺ふふみみ子子  
８８位位  桑桑野野裕裕子子    ９９位位  鎌鎌倉倉幸幸子子  
1100位位  大大畠畠敏敏子子  

  

女女
性性
部部  

  
  
  
  
  
  

部部
長長  

上上
沼沼
みみ
どど
りり  

  

社社
協協
宍宍
戸戸
支支
部部
女女
性性
部部
はは
現現
在在
部部
員員
数数
9999

名名
。。
６６
班班
にに
分分
かか
れれ
てて
活活
動動
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。 

 

 
全
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
と

な
っ
た
10
月
12
日 

北
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
第
４０

回
高
齢
者
Ｇ
Ｇ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
12
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
も
40
回
目
の

記
念
す
べ
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

会
場
で
は
各
々
約
80
人
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
競
い
あ
い
ま
し
た
。（
第
３９
回
は
6
月
8
日
） 

一一
人人
暮暮
らら
しし
のの
方方
へへ
のの
月月
一一
回回

のの
配配
食食
ササ
ーー
ビビ
スス
はは
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
のの

もも
とと
二二
日日
にに
分分
けけ
てて
作作
っっ
てて
おお
りり

まま
すす
。。  

まま
たた
、、
女女
性性
部部
にに
はは
「「
手手
作作
りり
会会
」」

がが
ああ
りり
まま
すす
。。
毎毎
月月
第第
４４
月月
曜曜
日日
にに

社社
協協
会会
館館
でで
手手
芸芸
品品
等等
をを
作作
成成
しし

てて
おお
りり
まま
すす
。。
出出
来来
上上
がが
っっ
たた
物物
はは

ババ
ザザ
ーー
、、
支支
部部
会会
館館
にに
てて
販販
売売
しし
てて

いい
まま
すす
。。  

昨昨
年年
はは
ママ
スス
クク
をを
作作
りり
宍宍
戸戸
小小

学学
校校
へへ
おお
届届
けけ
しし
たた
とと
ここ
ろろ
大大
変変

喜喜
ばば
れれ
まま
しし
たた
。。
先先
日日
はは
宍宍
戸戸
小小
学学

校校
へへ
学学
校校
支支
援援
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
家家

庭庭
科科
教教
室室
見見
守守
りり
でで
４４
人人
のの
方方
がが

ミミ
シシ
ンン
のの
使使
いい
方方
のの
指指
導導
にに
出出
向向

きき
まま
しし
たた
。。  

 
 

 

 

  

ままちちのの声声・・むむららのの声声  

  

笠笠
間間
のの
環環
境境
をを
考考
ええ
るる
会会    

    
  

笠笠
間間
環環
境境
をを
考考
ええ
るる
会会
はは
、、
笠笠
間間
市市
のの
環環
境境
基基
本本
計計
画画

にに
寄寄
りり
添添
いい
、、
活活
動動
しし
てて
いい
るる
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
団団
体体
でで
すす
。。  

  
  
  
  

  

私私
がが
活活
動動
をを
始始
めめ
たた
きき
っっ
かか
けけ
はは
、、
住住
まま
いい
のの

近近
くく
のの
高高
速速
道道
路路
わわ
きき
のの
側側
道道
にに
、、
ゴゴ
ミミ
がが
捨捨
てて

らら
れれ
てて
いい
たた
ここ
とと
がが
気気
にに
なな
っっ
たた
かか
らら
でで
すす
。。  

笠笠
間間
市市
環環
境境
保保
全全
課課
へへ
通通
報報
しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
ボボ

ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
団団
体体
のの
人人
がが
、、
道道
路路
上上
やや
茂茂
みみ
のの
中中

にに
不不
法法
投投
棄棄
ささ
れれ
たた
ゴゴ
ミミ
をを
回回
収収
、、
分分
別別
しし
てて
まま

とと
めめ
てて
置置
いい
たた
とと
知知
りり
まま
しし
たた
。。  

疑疑
っっ
てて
申申
しし
訳訳
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
まま
たた
団団
体体
のの
無無
名名

のの
人人
にに
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
がが
わわ
きき
まま
しし
たた
。。
ほほ
んん
のの
少少

しし
でで
もも
おお
手手
伝伝
いい
しし
たた
いい
とと
思思
いい
入入
会会
しし
まま
しし
たた
。。  

そそ
れれ
かか
らら
はは
、、
私私
はは
不不
法法
投投
棄棄
監監
視視
活活
動動
をを
担担
当当

すす
るる
部部
署署
でで
頑頑
張張
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

  
          

メメ
ンン
ババ
ーー
はは
二二
人人
のの
白白
雪雪
姫姫
とと
シシ
ンン
デデ
レレ
ララ
、、
そそ

しし
てて
四四
人人
のの
小小
人人
達達
でで
すす
。。  

  
  

市市
内内
二二
十十
数数
ケケ
所所
、、
地地
上上  

約約
11..55
ｍｍ
かか
らら
監監
視視
しし
まま
すす
。。  

つつ
いい
、、
ポポ
イイ
捨捨
てて
ささ
れれ
たた
ゴゴ
ミミ  

もも
拾拾
いい
まま
すす
。。
7755
歳歳
まま
でで
、、  

月月
光光
仮仮
面面
のの
よよ
うう
にに
出出
没没
しし
まま
すす
。。  

    
  

  

星星
山山  

細細
田田
義義
人人  

 

 

私私
のの
生生
きき
がが
いい  

  
  

  
松松
山山
団団
地地  

  
面面
川川  

晃晃  
  

後後
期期
高高
齢齢
者者
まま
でで
生生
きき
てて
きき
たた
自自
分分
のの
生生
きき

がが
いい
をを
考考
ええ
てて
みみ
まま
しし
たた
。。  

定定
年年
後後
、、
シシ
ョョ
ーー
トト
のの
仕仕
事事
とと
自自
由由
なな
時時
間間
のの

環環
境境
でで
考考
ええ
たた
ここ
とと
はは
、、
未未
知知
なな
るる
人人
とと
のの
出出
会会

いい
のの
場場
にに
参参
加加
すす
るる
ここ
とと
でで
しし
たた
。。
公公
的的
なな
生生
涯涯

学学
習習
講講
座座
なな
どど
にに
積積
極極
的的
にに
参参
加加
しし
、、
多多
種種
多多
様様

なな
人人
々々
とと
のの
出出
会会
いい
がが
生生
きき
るる
原原
動動
力力
にに
なな
りり

刺刺
激激
をを
受受
けけ
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
いい
てて
いい
まま
すす
。。  

今今
のの
私私
はは
、、
生生
涯涯
学学
習習
講講
座座
なな
どど
へへ
のの

参参
加加
とと
仕仕
事事
のの
両両
輪輪
をを
ババ
ネネ
にに
充充
実実
しし
たた

日日
をを
過過
ごご
しし
てて
いい
まま
すす
。。
動動
けけ
るる
限限
りり
前前

向向
きき
にに
好好
奇奇
心心
をを
失失
わわ
なな
いい
心心
のの
青青
春春
でで

ああ
りり
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

今今
、、
唯唯
一一
のの
趣趣
味味
とと
なな
りり
まま
しし
たた
絵絵
手手
紙紙

もも
公公
民民
館館
講講
座座
のの
受受
講講
かか
らら
始始
まま
りり
まま
しし

たた
。。
仲仲
間間
達達
はは
高高
齢齢
者者
がが
多多
いい
でで
すす
がが
、、

絵絵
とと
文文
字字
はは
青青
年年
のの
よよ
うう
にに
瑞瑞
々々
しし
くく
笑笑

顔顔
がが
絶絶
ええ
まま
せせ
んん
。。
花花
なな
どど
のの
モモ
チチ
ーー
フフ

もも
元元
気気
をを
与与
ええ
てて
くく
れれ
るる
仲仲
間間
でで
すす
。。  

高高
齢齢
化化
社社
会会
にに
生生
きき
るる
私私
はは
、、
出出
会会
いい
ここ
そそ
がが

豊豊
かか
なな
人人
生生
をを  

生生
きき
るる
原原
点点
だだ  

とと
信信
じじ
てて
いい
まま  

すす
。。  
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 （
話
題
募
集
）
身
近
で
起
き
た
楽

し
い
話
題
は
広
報
委
員
へ
。
☏
０

９
０
・
６
１
２
０
・
２
１
５
４
（
安
達
） 

令令
和和
３３
年年
のの
「「
春春
のの
叙叙
勲勲
」」
でで
、、
おお
二二
人人
のの
方方

がが
、、
大大
きき
なな
功功
績績
をを
評評
価価
ささ
れれ
、、
名名
誉誉
ああ
るる
勲勲
章章

がが
授授
与与
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。  

旭旭
日日
双双
光光
章章    

海海
老老
澤澤  

勝勝
ささ
んん  

瑞瑞
宝宝
双双
光光
章章    

  

雨雨
谷谷  

高高
市市
ささ
んん  

海海
老老
澤澤
勝勝
ささ
んん
はは
、、
長長
きき
にに
わわ
たた
っっ
てて
笠笠
間間

市市
議議
会会
議議
員員
をを
はは
じじ
めめ
消消
防防
団団
のの
ごご
指指
導導
にに
ああ

たた
らら
れれ
まま
しし
たた
。。  

  

雨雨
谷谷
高高
市市
ささ
んん
はは
社社
会会
のの
治治
安安
をを
守守
るる
警警
察察

署署
長長
をを
おお
務務
めめ
ささ
れれ
、、
現現
在在
もも
地地
域域
のの
活活
性性
化化

にに
貢貢
献献
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。  

おお
二二
人人
にに
、、
おお
気気
持持
ちち
をを
伺伺
いい
まま
しし
たた
。。  

海海
老老
澤澤
ささ
んん
：：
ああ
りり
がが
たた
いい
でで
すす
。。
個個
人人
とと
いい

うう
よよ
りり
地地
域域
のの
皆皆
ささ
んん
にに
ごご
支支
援援
やや
応応
援援
をを
しし

てて
頂頂
いい
たた
おお
蔭蔭
でで
ああ
るる
とと
思思
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

雨雨
谷谷
ささ
んん
：：
何何
もも
特特
別別
のの
事事
でで
はは
なな
くく
てて
、、
果果

たた
すす
べべ
きき
役役
割割
をを
しし
てて
きき
たた
だだ
けけ
でで
すす
。。
今今
後後

もも
皆皆
様様
のの
おお
役役
にに
立立
てて
るる
よよ
うう
励励
みみ
たた
いい
とと
思思

っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
……
とと
のの
ごご
感感
想想
をを
頂頂
きき
まま
しし

たた
。。  改改

めめ
てて
ごご
両両
人人
にに
心心
よよ
りり
祝祝
辞辞
をを
おお
贈贈
りり
致致

しし
まま
すす
。。
誠誠
にに
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。  

   

 

  

宍宍
戸戸
のの
二二
名名  

名名
誉誉
ああ
るる
雙雙
光光
章章
にに
輝輝
くく  

 

 第 40 回入賞者 
 
男性の部 
優 勝 関 義光  39 
準優勝 阿部忠孝  40 
３ 位 佐藤洋太郎 41 
 
 
４位 小坂井芳威 ５位 伊東勝男  
６位 米川雄一  ７位 宮田 元  
８位 中野光一  ９位 出地勝也  
10 位 藤枝 登 
 
女性の部 
優 勝 和田博美  38 
準優勝 岡本敬子  39  
３ 位 永山きみ子 40   

                   

４位 渡辺ふみ子 ５位 鎌倉幸子 
６位 山崎えい   ７位  永井淑子 
８位 冨田美子  ９位 中村みとり 
10 位 桑野裕子  

 
第 39 回入賞者 

 
男性の部 
優 勝 関 義光  36 
準優勝 宮部 誠  38 
３ 位 藤枝 登  38 
＜準優勝 4 人同点のため年齢順＞ 

 
４位 米川雄一 ５位 船橋孝一 
６位 酒寄方治 ７位 永堀芳夫 
８位 浅野龍彦 ９位 楠原千広 
10 位 小坂井芳威 
 
女性の部 
優 勝 浅野美由紀 36 
準優勝 飯田正子  38 
３ 位 和田博美  38 
＜準優勝 2 人同点のため年齢順＞ 

 
４位 深井みよ子 ５位 枝川千恵子 
６位 永井淑子   ７位 渡辺ふみ子 
８位 桑野裕子  ９位 鎌倉幸子 
10 位 大畠敏子 
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笠笠
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環環
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、、
活活
動動
しし
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いい
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ボボ
ララ
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テテ
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団団
体体
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すす
。。  
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活活
動動
をを
始始
めめ
たた
きき
っっ
かか
けけ
はは
、、
住住
まま
いい
のの

近近
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ここ
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